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お問い合わせ 草加市文化観光課 観光交流係
住所：〒340-8550草加市高砂一丁目１番１号 電話：048-922-2403

[補助対象宿泊施設]

①昭和温泉しらかば荘

③民宿 松屋

⑤古民家ゲストハウスとある宿

自然豊かな昭和村での姉妹都市交流を通じ、充実した時間を過ごしませんか？

1人につき各年度に3泊まで

補助金額（1人・１泊当たり）

姉妹都市 福島県

昭和村
行って泊まろう!

②ペンションファミリーイン美女峠

④やすらぎの宿とまり木

⑥ 田舎暮らし体験住宅

S H O W A  V i l l a g e

市民と村民の自主的な交流の機会を

増やすため、草加市民を対象に、補

助対象宿泊施設の宿泊費用の一部を

補助する「姉妹都市昭和村宿泊施設

利用補助制度」を実施中！
円,

（4月1日から翌年3月31日）

草加市民限定
宿泊補助制度

※新型コロナウイルス感染拡大状況により、

補助制度が休止となる可能性もあります。

あらかじめ宿泊施設等に確認してからご申請

いただきますようお願いします。



昭和温泉 しらかば荘
村内唯一の温泉宿泊施設。料理は川魚や山菜、野菜を中心に、宿泊者に
あわせた献立。レストランもあり、日帰り入浴が可能です。

・tel.0241-57-2585

・収容人数／50名

・大沼郡昭和村大字野尻字廻り戸1178
・泉質／慢性の皮膚病・消化器病等によく効くナトリウム塩化物泉
・料金／公式サイトよりご確認ください。
・部屋数／和室12.5畳×6室、25畳×1室、
特別和室1室、洋室（ツイン）1室、特別洋室1室 計10室

・チェックイン15：00 アウト10：00 ・駐車場40台 大型バス2台
・レストランしらかば／営：11:00～13:00 席：35 休：不定休

ペンション ファミリーイン美女峠
江戸後期の建物を移築再生した宿。米や卵は自家製、囲炉裏の炭火で焼
いたイワナの塩焼や、女将自慢のオリジナル料理が味わえます。

・tel.0241-57-2870
・部屋数／和6畳×2室、洋6畳×2室

・大沼郡昭和村大字野尻字東2
・料金／1泊2食付 7,700円～
・収容人数／11名 ・チェックイン15：00 アウト9：30 ・駐車場10台

民宿 松屋
母屋は築100年を越す古民家。自家製の米、野菜、旬の食材を使った
郷土料理は豪華な一品です。暖かいおもてなしとアットホームな雰囲気で、
リピーターが絶えない旅館です。
・大沼郡昭和村大字両原字天狗屋敷537 ・tel.0241-57-2283
・料金／1泊2食付 8,800円～ ・部屋数／和12畳・和8畳×各1室・和6畳×2室
・収容人数／17名 ・チェックイン・アウトは相談対応可

古民家ゲストハウス とある宿
昔、神社の宮司さんが住まわれていた古民家を宿として使っています。
かまどでご飯を炊いたり、宿泊の皆さまと調理して、交流を楽しむ宿です。
・大沼郡昭和村大字小中津川字宮原1044 ・tel.0241-57-3131

食事は宿主との共同調理となります。（体験費等別途）・料金／1泊2食付  6,200円～
・部屋数／和室6畳×2室 ・収容人数／9名 ・URL：https://www.toaruyado.com/

・URL：http://karamushi.co.jp/shirakabasou/
�

・駐車場10台

[補助対象宿泊施設一覧] ※掲載内容が変更となる場合があります。詳しくは、各施設にお問い合わせください。

※ご家族、グループ等で宿泊される場合でも、この制度を利用できるのは草加市に在住（住民基本台帳法により草加市の住民基本台帳に記録）している方に限られます。
それ以外の方は、対象になりませんのでご注意ください。
※パックツアーや事前のクレジットカード払いなど、現地にて宿泊者が直接施設へ宿泊費の支払いを行わない場合には宿泊補助制度の利用ができません

①施設の予約 補助対象施設に直接連絡し、予約の申込みをしてください。その際に、宿泊する施設に宿泊補助制
度を利用することを伝えてください。

②申請書の提出 宿泊の予約が取れましたら、市ホームページや文化観光課にある「草加市姉妹都市昭和村宿泊施
設利用補助金交付申請書」に必要事項をご記入いただき、申請者本人を証明できるものと印鑑を持参（補助対象施設に
補助金の請求及び受領を委任する場合）の上、文化観光課までお越しください。（2名以上宿泊される場合は、宿泊さ
れる方の氏名・住所を記入した一覧表も持参してください。）
注：ご利用人数が多い場合は審査に時間を要しますので、事前に問い合わせをお願いします。
郵送による手続きも可能です。手続きに時間（1週間程度）を要しますので、余裕を持って申請してください。なお、
郵送による場合は、必ず返信用封筒を同封の上、申請書を送付してください。同封する返信用封筒に予め返信先の郵便
番号・住所・氏名を記入してください。

③審査 申請を受けて、文化観光課職員が宿泊施設に予約の確認および利用者が草加市に在住していることを確認し
ます。

④補助券の発行・提示 確認後、「草加市姉妹都市昭和村宿泊施設利用補助金交付決定通知書兼宿泊施設利用補
助券」（以下「補助券」）を発行します。宿泊の際は、本人を証明できるものを提示の上、この補助券を施設に提出し
てください。

⑤支払い 補助対象施設に補助金の請求及び受領を委任する場合は、補助対象施設の宿泊費から交付決定された補助
金の額を宿泊費から差し引いた額を補助対象施設に支払ってください。なお、委任しない場合は、補助券及び宿泊に係
る領収書又はその写しを添付して、市に請求書を提出してください。

[手続きの流れ]



昭和12年に建築された２階建ての木造校舎「旧喰丸小学校」は、平
成30年４月に交流・観光拠点施設「喰丸小」として生まれ変わりまし
た。
施設内には、観光関係の事務室があるほか、移住定住の相談スペースや

展示・イベントの催事に使える多目的な集会室があります。
※要事前問合せ：敷地内には、新校舎を改修したカフェが併設されてお

田舎暮らし体験住宅
古民家を再生し、昭和村で生活体験できる住宅を整備しました。少し長めの滞在で、昭和村
の魅力を満喫してみませんか？
・間 取 り／和室（10帖）２、囲炉裏付きDK（11帖）、2Fロフトスペース有

・設 備／風呂、トイレ、システムキッチン（LPG仕様）、灯油式給湯器、炊飯器、
オーブンレンジ、冷蔵庫、洗濯機、テレビ、電話、FAX

・利用期間／一棟：1週間以上1年未満（一泊以上・草加市民限定）定員／大人10名まで
・利用料金／公式サイトをご確認ください。
※別途料金有：布団レンタル料金等・キャンセル料：30日前からかかります。
※予約状況の確認は、苧麻倶楽部ホームページ（https://www.chomaclub.jp/inakahouse.html）をご覧ください。

[昭和村内の主な観光施設]

■奥会津 昭和の森 キャンプ場 [期間／4月下旬〜11月上旬]
深閑とした新緑、豊かな生命が宿る湿原、癒しと安らぎに包まれたケビン村、広大な敷地に

張り巡らされた遊歩道など、奥会津の豊かな魅力が詰まったアウトドアリゾートです。夏でも
冷涼な木々に囲まれたテントサイトや、本格木造バンガロー・ケビン村などが点在し、ゆとりあるキャンプスタイルでお過ごしいただけ
ます。
●施設概要／テントサイト57張、バンガロー5棟、ケビンハウス6棟、バーベキューハウス3卓、その他
●問合せ先／奥会津昭和の森キャンプ場 tel.0241-57-2700 大沼郡昭和村大字大芦字小矢ノ原4893

■道の駅 からむし織の里しょうわ

〇からむし工芸博物館 （tel.0241-58-1677）

縄文の時代から人に利用されてきた植物繊維「からむし」「麻」の栽
培に関する歴史資料や生産用具を展示しています。季節によっては、か
らむしに関する企画展や実演などが開催され、初めて訪れる方でも楽し
める展示となっています。
■開館時間／午前9時～午後5時 ※入館は午後4時30分まで
■休館日／不定休 ■有料

〇織姫交流館（tel.0241-58-1655）

昭和村の豊かな自然が育み人の手から手へ受け継がれてきた、からむし
織や伝統工芸品、物産品を展示販売するほか、からむし織の体験が出来
る実習室を完備。

■開館時間／午前9時～午後5時 ■休館日／不定休 ※道の駅 からむし
織の里しょうわfacebookで確認できます。
https://www.facebook.com/karamushiori

■織姫交流館体験
からむし織体験 コースター 1,100円 約20分 要予約

■交流・観光拠点施設「喰丸小」
ノスタルジックな木造校舎があなたと昭和村を繋ぐ 築八十年の木造校舎

り、２階席からはゆったりと周囲の景観を楽しむことができます。

〇シンボルの大銀杏
樹齢120年を超える大銀杏。校舎よりも早くに存在し、喰丸小を見

守りながら成長しました。季節ごとに表情を変える大銀杏は、喰丸小
のシンボルツリーとして村内外から愛され、銀杏の葉が色づく紅葉

シーズンは圧巻で、幻想的な空間を演出しています。
西島秀俊主演で平成25年に公開された映画「ハーメルン」は、ここ

喰丸小を舞台に撮影され、木造校舎の持つ空気感が魅力たっぷりに描
かれています。

詳細金額は、宿泊施設へお問い合わせください。

農家民宿 やすらぎの宿 とまり木
自然と共に暮らしてきた村のお母さんが運営する宿。多様な穀類や野菜
等もすべて自家製。旬の山の幸を使った郷土料理作り体験がおすすめ。
・大沼郡昭和村大字大芦字大向4478 ・tel.0241-57-3110
・料金／1泊2食付 7,000円～ 食事は宿主との共同調理となります。(体験費等別途）
・部屋数／和室15畳×2室 ・収容人数／8名



■一般社団法人昭和村観光協会
〒968-0212 福島県大沼郡昭和村大字喰丸字宮前1374（喰丸小内）TEL 0241-57-3700／FAX 0241-57-3701 https://showakanko.or.jp/

■昭和村役場産業建設課 観光交流係
〒968-0212 福島県大沼郡昭和村大字喰丸字宮前1374（喰丸小内）TEL 0241-57-2124／FAX 0241-42-7322 http://www.vill.showa.fukushima.jp

電車〈JR・東武線〉バス利用
■東京=（東北新幹線・1時間20分）=郡山（磐越西線・1時間5分［快速］）=会津若松（只見線・1時間56分）=会津川口（会津バス・約30分）=昭和村
■東京=（上越新幹線・1時間40分）=浦佐［小出］（只見線1時間57分）=会津川口（会津バス・約30分）=昭和村
■浅草=（東武線～会津鬼怒川線～会津線・3時間30分）=会津田島（昭和村南会津生活バス［冬期運休］約50分）=昭和村
■浅草=（東武鉄道「リバティ会津」・３時間10分）＝会津田島(委託バス［冬期運休］50分)=昭和村

マイカー利用
■東京=（東北自動車道・160㎞）=西那須野塩原I.C.（国道400号=121号・50㎞）=南会津町（国道400号・23㎞）=昭和村
■東京=（東北自動車道・160㎞）=西那須野塩原I.C.（国道400号=121号・50㎞）=南会津町（国道121号・12㎞）=下郷町（32㎞）=昭和村
■東京=（東北自動車道・190㎞）=白河I.C.（国道289号・30㎞）=下郷町（32㎞）=昭和村
■東京=（東北自動車道・237㎞）=郡山JCT（磐越自動車道・60㎞）=会津坂下I.C.（国道252号線・只見町方面へ35㎞=400号・20㎞）=昭和村
■東京=（関越自動車道・258㎞）=小出I.C.（国道252号・85㎞［冬期通行止］）=金山町（国道400号・18㎞）=昭和村
■新潟=（磐越自動車道 ・71㎞）=会津坂下I.C.（国道252号線・只見町方面へ35㎞=400号・20㎞）=昭和村
■会津若松=（国道401号・10㎞）=会津美里町（国道401号・39㎞［冬期通行止］）=昭和村




